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亨 火 線 の 着 火 試 験

(和布 18年 8JllO 日生11

甘八丁音 rrlm 次 郎●

掃 要

1 推脚 火線からIrq一群火嬢-灯火すべき能))を井祁絹で示す統駿方法を比較℡JaLて蹄

形叔_r･のi'促 を拙qiLた

2. 沸形坂に依る礼除方法l=放て操作上生する墓苑と'T;LIL

Ⅰ 措 官

校払ゆ大鶴の;tit管へ出火すべき低館は導火娘とLて主弊允許であるが現衣の-Jl瓜晶に放て不

zA火に捲る事例は通有の甘合殆ど無いと見られるの~F大友ろ旺濃も沸はれてrb･らたい 此作能
は塀火椴.こ伏て興 り又状況に放て脚注する箸で,願 の殉tlJ亡Itナ可を現弟であり.出火す可
さ能ノ)と*火すべき稚JJの相互舶銀で'7三さる可をB舟係のものではあるが,_=巨rl的は呼火娘の出
火能))如何.こあるのでJtZhに関してr虫として錨 した 61地相 の名晴はZk火Zh紬 の如きも

のではたいし,噂火稔から導火娘-火の滋くか書かを見る畑 たるが払 二位にj甘火縄 とrl付
けた

ⅠⅠ 拭 投 方 法 と 異 様 作 法

点火畑 l二一枚に内持 15mlIl位の掛手管へ説法すべき中火紬を2本血鞍上に流用Lて共

内の1本の喋から心火して他塩のILl火が次の導火根に5野火する仰FXを,欠めて居る 此さ胤 三で

は骨のFJl任が井火能ノJに世辞するのではJtいか 又導火操の一側面比必す/Gの内旬面に約ふて

放るの{･共蛸 比如何と云jJu'qが点る

淡て先づ柑 方法として夷の各鎌の方法を探った

イ)辞火線を栄城ならざる中州の2出で支-小室に恵遺しIL時

L･)や虚鈴鹿上-並べた略

-)OfJ角と名-T並鰍 形を也 り満床か･らの高さを5mm I_し此洗Pl-並べ九時

A;)円tS_5znmlの℡FAiへ丑,.-こね時

ホ)lNJIO】jlnlの管内-並べた時

へ)lL'日Smlllの甘内へ並べた時

り lJl】201nJllの管内-並べたI寺

沢判l土出火すべき等火嬢をRさ 60JnZn.*火すべき方を50mm の長さとして絹廿の仰絹は

10rllln 燕Tjに移動して伺-NlEh5rq連校訂火したN]FXを mm穀で,示してガ火iEとする TLl

m l･い水火すべき尊大嬢の長さと60lnJnとしたのは (-ト (ト の管内紬 で ユ0"m と甘

外にZttltしてお人に雌ならしめ甘rAlに 50zzlm 挿入する令である 尊火投の切折面は'l首甘鉄と
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廿 M.書 火 涙 の 訂 火 挨 JL

定紋を用ひて称こ中心牧に室正ならしめると共に切計時の断ih'兼形を起さぬ抹注せし,ぷ火不

溢火に和らす丑両を清拝して緋 と薪にした 鼓火の軒は一増と柵Eで長め牲香でお火する免
官の方法である (主)以Tの℡内扶投は孫子菅を使用 したかつたが議書たものとIJtめるに国

焦したので棚 板でⅧ何件を逸 り代用した 何れの方故でも洪科の甲曲を墳正して重直とし水

干重直井に2伊の専心枝の中心ねを一致せし-LTる事に甚JE盤した･使用した等火故は何LLも載

延後 1ケ月以上出 したものである

In * 瞳 の 籍 果
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火 策 L I Z8 第5を ポ】■
lv)脚 弟工tJM 幽 捗玲 1㌘ EN!C(以T vl名声卜･火兼伽 )

鯨 -聖 )的 SO 70 60 50 40 30 決泣
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ホ) 10mm.管

-) 15LZ)JD 替

り ▲氾mzz).守

xox ooo o 80
0γ ()0

xxr xo】く 000 仰
Ox 00
xrx xox ¥xo oxo OOO 加

Y> O- OO
7EtX XXO 000 SO
ox x0 00
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以上の梼糸筋欠如 は･大のカ1くになる

蒜 で 竺
1) 1才t
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lY) 7iI

t.) ll斗

yl) 血 幸l

此特長から見て
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廿 rFl 称 火 簸 o) 芳 火 釈 放 9
日 駅墳lb比としてktTlt板｣-の ものが放血で .jJrL)Zl管が之に次ぎ,小峯及jli収はや1a;ち

) 管内映倫は肝相を-火にする槻不良とたる
1日) 俳枕材料では即 日棟がtl務で那 IJI粗第 丁故が之にAiLぐ,上京ふ林にたる 之は尊

火映のET,心線を令せる林のJFILも影辞するのは都資であるが,此妊劫も拙瓜を上り正確に山す

glrt:も匹見終するからmiJlであって正確を期し易い溝板上の釈絵をIB淡として批黙したいと.Rl.

A

工Ⅰ 兼 火 の 起 同

額火線のqT火増末からl上地と火花が出る.前途の労火は也に上るか火花に上るものかを知る

名rE:珊易1L甘桧と行った .i,はエiDt汝に映れば容易に知れる事であるが水位 もないので攻の収

にしてft念を糊た

郎額火線のIm火場末IF呼人嫉■11･L:瀬lYErG角友和奴の衝立を低さ非仰柵を鍵へてIE火を和解に
術喚≡せしめて姓 じた塊跡をl陰べる 鵜県は攻の如くである

蒜 諒 -竺竺 (け () ･･..)
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此指炎小利形地跡を火俄に上るもの山北地点は火花に上るt,のと比似すと上述の拝具を23め
て

り) lll) Lll】) lhr) (V) (l■り

ガ 火 JA(淋形) 60 SO 70 伽 80 ､60
火 uE 邦浬 10以下 40′ -IO' 50' 40r 30̀

火花の鼓も現せNl 40以下 50･ 7Dr 70' 50′ 10′

火花V}浪人ZldlZLS l印 200 1g) e00 空00 】50

とたり 拡典FiBL雅で抹あるが出火するものは火偽のみたちで火花にも放るもので火花の到達

FE兼のみ1:･たく非戦封のylさに起用するものであるらしい 雌 rE:関してはiI'J研究の敏也が

ある

ⅡI qt火職 の切肝両による着火 の相生

In火すべき称火銀の雌.k形状,生として中心軸lこ封する断pthl角皮の野火に封する影響を知る

渇,溝形般吠駿に罪 Jl姐碓火線を使用 して攻の就駿をした
升火額火紙の切断Wri3(-･卜L:､帆 こ砿JLJとし,rLf火する端末を中心軸と 90.,tJOく,45o,3げ のi(A
をたす断両とLT'EJ構板の甥所に依る影響を見る名に斯Ibiは 上向き,齢 句&,下向きとして於火

鵬 をした拭兆瓜炎の如 く'亡ある

It:;iii



飛火Iu)捕 -1Ml､
群好例と
方向
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上肥斡鼎の如 くpq火端末の断簡角皮は漁火加に甚しい形轡を示すもので,文才t断面の方向に

伐ても塾′恥を生する 之は構成の壁面に油ふ火花の封MlJC位で蔑ろものと解される しかし此

射 r,の放力は導火線自他のPIT出するJJの致具に比並かに及rj'ないもので,換frすれば碍火奴の

新火プJは耶火略の血ノ｣帥放射力に依て彩啓があるものである

折節からのrP火状況を取残すると火鵜及火花は断面に枯死正方両-放糾され断面1Lが 小にな
る榊EIP爪色火難の井出即納が火となる樫非勢比減する仰向にある 之は刊門苧-の斬火の節にも
桶川出奔ると思はれるから,てiI野への滞火線装入場末を軌 こ切る拙出火JJはii弓くなI),7けPtl他内
BZへ放射坑を輔突させる林とたって直凄放射で出火せしめる上l)Zk火ノ)を減殺する掛 こなる

IV 着 火 拭 故 の 確 率

前述の如 く4p-搬 方封三中Tl蔵武臣が援秀であるとしたが北淡垢に放てどんな砧からしさが有

るかさこの粥みを行った

節 付 成年火鎖を桝tlとして仰稲を攻執 こ.甘大して速rC不溶火に魅る迄柑凍する 進を 20

他線返したものと,別銑料で伺一間楠を 101司宛述鞍詫陰したものとの結果は攻のはにJGつ
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香 田 辞 火 蕨 の 好 火 供 血 1】

El)TO内 ERt8
郎 k ･10 60 伽 70 伽 90
出 典 888.08 80088昌 8昌389 昌8888 品? ::: :::冒:
舟 火 坤 100 9O SO DO 20 10

地等の轍典から見るとBE漣と蔚大奉仕傾向は一見して屠るもの l相克の比例的尾月係は見似

せかJ, eL)拭Ja拙典はあまり放牧なものでは生いと見られる 此の現象は叫に班陰方法のPJ柵

にのみ解るものでたく.耕火鋲の軸 が輯分納に均一性を放く縦糸も影書するものと見られ
る 呼大塊は井構造上切接触に放けるn色火葬の盤堺されてある直柊は2mm以下である 此
'2mJnの.n色火葬が切欠喝に放て放uする火地の長さ牲 5T)lI)m比延で英小姓3"m位である,

A!にID火鴇から放出される火花旺攻の倭な阿錐形に頚がる (弁軸せる ユ例)

¶火1上pのhi暮mzn o eO 40 80 80 1(対

火花粋Ztalの正Q.Z-ul 20 30 40 46 68▲_
rlJ上 阿 打 横 IYIZnI 81 314 785 12丘O t8伽 2610

Rl7F 広 の Lt 1 100 湖 LI(氾 530 840
EIf)ち揮 2rElm二fL上))戦放される火花Ii舟火ZZlと見られる 10-80lnm のI同書に放て 1β50
-1/600Jこ肺 されてJEり兆円の 1火花5u王政火花'が搾L2mm 陳fhlに連してか火するのであ
るから?正牡の付火と-*･に柑蝉は激減するし,被覆の方法如何に上i)iLtJk射呪軌形も単形される

であら)し,rn色火典の小心五一が蘇分的J=佃任したり,必ずしもLll心根と一党せず,灼鍵の岨
雑が母肋する甥食も11-るであらうから辞火繰共助も部分的に一枚な竹火をするものとは思はれ

なvt

故に単なる地史1:･はあるが 3回ならば 3rel着火 5回ならば 4rE9着火 】OJEjならばSFt射汀

火L丘の餅を放火加と抑-ても大過たささうである 即ち 80% 他升火した卦を決定加と見る;守
で此決定には ±10mm位のl汲蓋が含まれて居ると見て良いかと.tirT.紘れる
也に云へば辞火線TLるbのが井構池J-駁格な釈段方淡に依り銭貨窃Tl就駿集.J.兆をALへるに過し

たものではなvtとも貫へる

V 訳料長さに依る*火鮎の相速

以上の紬 に放て訳料の良さr王凍て 501nltlに株つたが試料のLZさ(qT火せしめる節一･耕火

級)がガ火封に岬 を興-ろのではたいか;大の綿 をし7こ

蒜喜一で 60 70 帥
50JII OC)CIXO OOOO〉( x0xC)×

75 ×⊂)〔)0(〕 UOO).() ○○OOC〉

10) xOOOO COOxO OOxxO

即ち就料の長さ比大なる形軌 また小 郡無に依れIr5L の3#火線の出火した噛米から激しい

妙で析火するが糾料を次邪に塩縮して行くと此時附よ避城するが兼とR鳩で竹火する状況ri8Lt料

のEEさに和らi'殆んど瞬仰約で貨 りは見られぬしその軌 こも大TJ.ろ畢化を把め柑られぬから統

制の長さはnf大な榊 なし上見られる

綻て操作上fmL●な雌 糾Itはさとして 50mtTlを探る都とする



1℡ 火 羊 も 甘 1性 解L'魯 解 Zや

Lyl 結 置∃

11上の脂 に放て着火鉄色方淡として次の括資を跳 する
イ) ぷ火そしむ可さ埠火親の長さを 50mulとする (升火すべき導火蚊の長さ旺任まで良
いが以下の操作上 50ntJll純が25官である )

EZ) 訳料は角皮 45'の V 形で潔さ 5JnJb の港内ft並glJする

-) 拭料採取の監英断所は幼火奴のLr.･L:瀬に封し璽砿-dlとし,尊火浪駄科紘賭 肺良くJ!

曲と塘正して共中心軸 を一社紋とする注悲する 妖封を溝に我人した際も何故中.L:瀬の 一党 に
法放する.

昌) 等火線のW補は 10lr"1飛びに同-Nか隅を 5rEZ批駿し5rdLl.4厄以上舟火したA土大
Ill胴陀 以て次兄かとし井 Jr)ln姫を以て示す

(以上)




